
JP 2009-108015 A 2009.5.21

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】伸展刺激により生じる顆粒球、マクロファージコロニー刺激因子（ＧＭ－ＣＳＦ
）の生成を制御することによって、目尻、額、口元などの皮膚の収縮が生じやすい部位に
おけるシミ形成を抑制することのできる伸展刺激介在メラニン生成抑制剤、及びその伸展
刺激介在メラニン生成抑制剤を配合した皮膚外用剤、皮膚化粧料、医薬部外品の提供。
【解決手段】伸展刺激介在メラニン生成抑制剤として、フウロソウ科フウロソウ属植物（
特に、ヒメフウロが好ましい。）、キク科チョウセンアザミ属のアーティチョーク若しく
はカルドン、ミカン科ミカン属植物（特に、ウンシュウミカンが好ましい。）、シソ科マ
ンネンロウ属植物（特に、ローズマリーが好ましい。）からなる群から選ばれる１種又は
２種以上の植物抽出物を含有する伸展刺激介在メラニン生成抑制剤、及びその伸展刺激介
在メラニン生成抑制剤を配合した皮膚外用剤、皮膚化粧料、医薬部外品。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フウロソウ属植物、アーティチョーク若しくはカルドン、ミカン属植物、マンネンロウ
属植物からなる群から選ばれる１種又は２種以上の植物抽出物を含有することを特徴とす
る、伸展刺激介在メラニン生成抑制剤。
【請求項２】
　フウロソウ属植物がヒメフウロである請求項１記載の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤
。
【請求項３】
　ミカン属植物がウンシュウミカンである請求項１又は２記載の伸展刺激介在メラニン生
成抑制剤。
【請求項４】
　マンネンロウ属植物がローズマリーである請求項１乃至３のいずれかに記載の伸展刺激
介在メラニン生成抑制剤。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤を配合したことを
特徴とする皮膚外用剤。
【請求項６】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤を配合したことを
特徴とする化粧料。
【請求項７】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤を配合したことを
特徴とする医薬部外品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、伸展刺激により生じる顆粒球、マクロファージコロニー刺激因子（ＧＭ－Ｃ
ＳＦ）の生成を制御することによって、目尻、額、口元などの皮膚の収縮が生じやすい部
位におけるシミ形成を抑制することのできる伸展刺激介在メラニン生成抑制剤、及びその
伸展刺激介在メラニン生成抑制剤を配合した皮膚外用剤、皮膚化粧料、医薬部外品に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚におけるメラノサイトは、表皮最下層の基底層等に存在し、皮膚を太陽紫外線から
防御する役割を果たしている。しかしながら、過剰なメラニンの産生は色素沈着となり、
しみ（肝斑）、そばかす（雀卵斑）や老人性色素斑を生じ、肌の悩みの一つにあげられる
。これらの色素沈着の作用機序には、一般的には日光からの紫外線等の刺激や、ホルモン
バランスの異常、炎症等が引き金となって、メラノサイトにおけるメラニン色素産生を活
性化させ、これが皮膚内に異常沈着するものと考えられている。
【０００３】
　このような色素沈着の作用機序における治療は大別して、メラニン色素生成抑制、メラ
ニン色素の還元、メラニン色素排泄促進が考えられている。この考えに基づき、従来から
種々の特許出願がなされている。たとえば特許文献１は、アルブチンがメラニン生成抑制
効果を示すことを見出してなされた外用剤に関する発明を開示するものであり、特許文献
２は、グラブリジンがチロシナーゼ活性を示すことを見出してなされメラニン生成抑制外
用剤に関する発明を開示するものである。また、メラニン色素の還元剤として、たとえば
アスコルビン酸等が用いられ、メラニン色素排泄促進には、たとえばアスコルビン酸やリ
ノール酸等が用いられている。
【０００４】
　しかし、従来のメラニン生成抑制剤等によっては、色素沈着の作用機序に対する効果が
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期待するほどには得られず、未だ十分な効果と安全性を兼ね備えたものは得られていない
。
【０００５】
【特許文献１】特開昭６３－８３１４号公報
【特許文献２】特開平０１－３１１０１１号公報
【０００６】
ところで、近年においては、新たな色素沈着の作用機序として皮膚の伸展刺激が注目され
ている。伸展刺激は、皮膚を伸展させるという、外部からの機械的な刺激を与えることで
、表皮ケラチノサイトから産生されるＧＭ－ＣＳＦの量を増加させ、メラノサイトを活性
化させることにより、過剰なメラニン合成を引き起こすものである。そこで、伸展刺激に
よって亢進されるＧＭ－ＣＳＦの産生阻害する成分を見出すことができれば、より効果的
に色素沈着を改善することができると考えられる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、伸展刺激による表皮ケラチノサイトからのＧＭ－ＣＳＦの産生を抑制し、シ
ミなどの色素沈着の発生を防ぐ効果を有するとともに、安全性及び使用感に優れた皮膚外
用剤、化粧料、医薬部外品として使用される伸展刺激介在メラニン生成抑制剤を提供する
ことを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記従来の問題点を解決するために鋭意研究を重ねた結果、伸展刺激による
ＧＭ－ＣＳＦの産生を阻害する有効成分を見出し、また、このような有効成分をメラニン
産生抑制剤として、皮膚外用剤、化粧料等に配合することで、極めて高い美白効果を有す
ることを見出し、本発明を完成し得るに至った。
【０００９】
　本発明は、このような課題を解決するために、フウロソウ属植物、アーティチョーク若
しくはカルドン、ミカン属植物、マンネンロウ属植物からなる群から選ばれる１種又は２
種以上の植物抽出物を含有することを特徴とする伸展刺激介在メラニン生成抑制剤を提供
するものである。
【００１０】
　フウロソウ属植物としては、たとえばヒメフウロを使用することができ、ミカン属植物
としては、たとえばウンシュウミカンを使用することができ、マンネンロウ属植物として
は、たとえばローズマリーを使用することができる。
【００１１】
　また、本発明は、このような伸展刺激介在メラニン生成抑制剤を配合した皮膚外用剤、
化粧料、医薬部外品を提供するものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、表皮ケラチノサイト中のＧＭ－ＣＳＦの産生を抑制することで、シミ
などの色素沈着等を改善することができ、且つ安全性の高い伸展刺激介在のメラニン生成
抑制剤、並びにその伸展刺激介在のメラニン生成抑制剤を配合した皮膚外用剤、化粧料等
を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１４】
　本発明の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤は、上述のように、フウロソウ属植物、アー
ティチョーク若しくはカルドン、ミカン属植物、マンネンロウ属植物からなる群から選ば
れる１種又は２種以上の植物抽出物を含有するものである。ここで、「含有する」とは、
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本発明の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤が、フウロソウ属植物、アーティチョーク若し
くはカルドン、ミカン属植物、マンネンロウ属植物からなる群から選ばれる１種又は２種
以上の植物抽出物のみからなるものである場合の他、これらの植物抽出物以外のものが含
有されていてもよいことを意味する。
【００１５】
　また「伸展刺激介在メラニン生成」とは、伸展刺激の負荷に起因するメラノサイトによ
るメラニンの生成をいう。この「伸展刺激介在のメラニン生成」には、たとえばケラチノ
サイトのようなメラノサイト以外の細胞への伸展刺激の負荷を介してメラノサイトに作用
し、メラニンを生成するような場合も含まれる。ただし、このような「伸展刺激介在メラ
ニン生成」は、一般的な原因と考えられている紫外線の曝露等によるメラニン生成とは異
なるものである。
【００１６】
　本発明の「伸展刺激介在メラニン生成抑制剤」は、このように、伸展刺激の負荷に起因
するメラノサイトによるメラニンの生成を抑制するようなメラニン生成抑制剤である。本
発明の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤は、目尻、額、口元等の皮膚の収縮が生じ易い部
位におけるシミの形成等の原因となるメラニンの生成を抑制し得るものである。
【００１７】
　このような目尻、額、口元等の皮膚の収縮は、自然に生じるものであり、そのような皮
膚の収縮による伸展刺激の負荷が生じる時期を予測し、或いは伸展刺激の負荷が生じてい
るか否か等を確認することは容易ではない。従って、このような自然発生的な伸展刺激の
負荷に起因するメラノサイトによるメラニン生成の抑制効果を、本発明の伸展刺激介在メ
ラニン生成抑制剤について確認することも容易ではない。
【００１８】
　しかしながら、このような伸展刺激の負荷を人為的に生じさせて確認することは可能で
ある。そのような伸展刺激の負荷を人為的に生じさせる手段として、細胞を所定間隔で伸
展させることができる手段、たとえば後述の実施例のような培養細胞伸展装置等の手段を
採用することができる。このような伸展刺激は、皮膚における伸縮の方向性と頻度の観点
から、好ましくは、周期的に一軸方向に細胞を伸展させる刺激であることが望ましい。
【００１９】
　このような伸展の度合いは、皮膚における伸縮割合の観点から、通常の培養条件（伸展
刺激を負荷しない条件）での培養容器の大きさに対して、１．０１～１．４０倍、好まし
くは、１．０４～１．２０倍となる条件が望ましい。このような伸展刺激を、後述の実施
例のような培養細胞伸展装置の１つであるＳＴ－１４０（商品名：ストレックス株式会社
製）を用いて行う場合、たとえば前記伸展刺激の条件としては、１分間に２回、一軸方向
に１０％の伸展刺激を１６時間行う条件等が挙げられる。
【００２０】
　本発明の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤の１つである「フウロソウ属植物」は、フウ
ロソウ科、フウロソウ属の植物である。ヒメフウロ（Ｇｅｒａｎｉｕｍ ｒｏｂｅｒｔｉ
ａｎｕｍ Ｌ．）［生薬名：ビョウキャクイン（猫脚印）］、アメリカフウロ（Ｇ．ｃａ
ｒｏｌｉｎｉａｎｕｍ　Ｌ．）、チシマフウロ（Ｇ．ｅｒｉａｎｔｈｕｍ　ＤＣ）、グン
ナイフウロ（Ｇ．ｅｒｉｏｓｔｅｍｏｎ Ｆｉｓｃｈ．ｖａｒ．ｒｅｉｎｉｉ Ｍａｘｉｍ
．）、Ｇ．ｗｉｌｆｏｒｄｉｉ Ｍａｘｉｍ．、Ｇ．ｓｉｂｉｒｉｃｕｍ Ｌ．、イヨフウ
ロ（Ｇ．ｓｈｉｋｏｋｉａｎｕｍ Ｍａｔｓｕｍｕｒａ）、エゾフウロ（Ｇ．ｙｅｓｏｅ
ｎｓｅ Ｆｒ．ｅｔ Ｓａｖ．）、ハクサンフウロ（Ｖａｒ．ｎｕｐｐｏｎｉｃｕｍ Ｎａ
ｋａｉ）等が例示されるが、本発明においては、特にヒメフウロを用いることが望ましい
。フウロソウ属植物から抽出物を抽出する場合の抽出部位としては、花、花穂、茎、葉、
枝、枝葉、根茎、根、種子又は全草を用いることができるが、全草を用いることが好まし
い。
【００２１】
　また本発明の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤の他の１つである「アーティチョーク」
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は、キク科（ｃｏｍｐｏｓｉｔａｅ）、チョウセンアザミ属（ヤハズアザミ属）（Ｃｙｎ
ａｒａ．Ｌ）の植物であり、チョウセンアザミ（Ｃｙｎａｒａ　ｓｃｏｌｙｍｕｓ　Ｌ．
）とも称される。このアーティチョークに代えて、カルドン（Ｃ．ｃａｒｄｕｎｃｕｌｕ
ｓ　Ｌ．）, Ｃ．ｓｙｒｉａｃａ Ｂｏｉｓｓ．を用いることもできる。アーティチョー
ク若しくはカルドンの抽出部位は、花、花穂、果皮、果実、茎、葉、枝、枝葉、幹、樹皮
、根茎、根皮、根、種子、莢又は全草等が挙げられるが、好ましくは花(蕾)の部分を用い
る。
【００２２】
　さらに本発明の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤の他の１つであるミカン属植物、すな
わちミカン科（Ｒｕｔａｃｅａｅ）、ミカン属 （Ｃｉｔｒｕｓ）の植物には、種々のも
のが例示されるが、本発明においては、特にウンシュウミカン（Ｃｉｔｒｕｓ　ｕｎｓｈ
ｉｕ　Ｍａｒｋｏｖｉｃｈ）を用いることが望ましい。ミカン属植物の抽出部位は、花、
花穂、果皮、果実、茎、葉、枝、枝葉、幹、樹皮、根茎、根皮、根、種子、莢又は全草等
が挙げられるが、好ましくは果皮の部分を用いる。
【００２３】
　さらに本発明の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤の他の１つであるマンネンロウ属植物
、すなわちシソ科（Ｌａｂｉａｔａｅ）、マンネンロウ属（Ｒｏｓｍａｒｉｎｕｓ）の植
物には、種々のものが例示されるが、本発明においては、特にローズマリー（Ｒｏｓｍａ
ｒｉｎｕｓ ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉｓ Ｌ．）を用いることが望ましい。マンネンロウ属植
物の抽出部位は、葉、枝、樹皮、幹、茎、果実、種子、花等の地上部、根又はこれらの部
位の混合物等が挙げられるが、好ましくは葉及び花の部分を用いる。
【００２４】
　本発明で使用する植物抽出物における各々の植物体の各種部位は前述した部位が好まし
いが、この他、花、花穂、果皮、果実、茎、葉、枝、枝葉、幹、樹皮、根茎、根皮、根、
種子又は全草等から選ばれる１種又は２種以上を用いることができる。また、生薬として
入手可能なものはそれを利用しても良い。抽出物は、これら各種の抽出部位から溶媒を用
いて直接抽出することで得られるものの他、圧搾処理を施した後に得られる圧搾液及び／
又は残渣に溶媒を加えて抽出することで得られるものも、本発明における抽出物の範囲に
含まれる。
【００２５】
　抽出に用いる溶媒としては、通常の植物の抽出に用いられる溶媒であれば任意に用いる
ことができる。たとえば、水、メタノール、エタノール、プロピレングリコール、１，３
－ブチレングリコール、グリセリン等のアルコール類、含水アルコール類、クロロホルム
、ジクロルエタン、四塩化炭素、アセトン、酢酸エチル、ヘキサン等の有機溶媒類等であ
り、それらは単独あるいは組み合わせて用いることができる。
【００２６】
　本発明における、伸展刺激介在メラニン生成抑制剤中のフウロソウ属植物、アーティチ
ョーク若しくはカルドン、ミカン属植物、又はマンネンロウ属植物からの抽出物の配合量
は、通常乾燥固形分として、０．０００００１～５重量％とすることが好ましい。０．０
００００１重量％未満では本発明の効果が十分に得られない可能性があり、一方、５重量
％を越えても、その増量に見合った効果の向上は認められないからである。この観点から
は、０．００００１～１重量％がより好ましい。
【００２７】
　本発明の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤中には本発明の効果を損なわない範囲におい
て、一般に化粧料で用いられ、或いは医薬部外品、医薬品等の皮膚外用剤に用いられる各
種任意成分を必要に応じて適宜配合することができる。このような任意成分として、たと
えば、精製水、エタノール、油性成分、保湿剤、増粘剤、防腐剤、乳化剤、薬効成分、粉
体、紫外線吸収剤、色素、香料、乳化安定剤等を挙げることができる。
【００２８】
　本発明における伸展刺激介在メラニン生成抑制剤の形態は、液状、乳液、軟膏、クリー
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ム、ゲル、エアゾール等外皮に適用可能な性状のものであれば問われるものではなく、必
要に応じて適宜基剤成分等を配合して所望の形態を調製することができる。また、本発明
の伸展刺激介在のメラニン生成抑制剤は、医薬品、医薬部外品又は化粧品等の多様な分野
において適用可能である。
【００２９】
本発明の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤は、色素沈着疾患の治療や予防に用いることが
可能であり、たとえばしみ（肝斑）、そばかす（雀卵斑）や老人性色素斑の治療や予防等
に広く用いることができる。なお、ここに示した色素沈着疾患名は例示であり、これらの
色素沈着疾患に本発明における伸展刺激介在メラニン生成抑制剤の適用可能な疾患が限定
されるものではない。
【実施例】
【００３０】
　以下、本発明の実施例について説明する。
【００３１】
（実施例１）
　本実施例は、伸展刺激介在メラニン生成抑制剤の一例として、ヒメフウロの抽出物を用
いたものである。その調製法について説明すると、先ず、乾燥したヒメフウロの全草１０
０ｇを１０倍量の５０％１，３－ブチレングリコール溶液に浸漬する。このようにヒメフ
ウロの全草を１，３－ブチレングリコール溶液に浸漬し、室温にて５昼夜放置することで
、ヒメフウロが１，３－ブチレングリコール溶液中に抽出されることとなる。その抽出後
、濾過してヒメフウロの抽出液約１．０ｋｇ（乾燥固形分：約０．９％）を得た。
【００３２】
（実施例２）
　本実施例は、伸展刺激介在メラニン生成抑制剤の一例として、アーティチョークの抽出
物を用いたものである。その調製法は実施例１と同様であり、アーティチョーク（全草）
の乾燥植物１００ｇを１０倍量の５０％エタノール溶液に浸漬し、室温にて５昼夜抽出し
た後、濾過してアーティチョークの抽出液約１．０ｋｇ（乾燥固形分：約０．０１％）を
得た。
【００３３】
（実施例３）
　本実施例は、伸展刺激介在メラニン生成抑制剤の一例として、ウンシュウミカンの抽出
物を用いたものである。その調製法について説明すると、ウンシュウミカンの皮２００ｇ
を粉砕後、２Ｌの５０％エタノール溶液に浸漬し、６０～８０℃で３日間抽出した後、濾
過してウンシュウミカンの抽出液約２．０ｋｇ（乾燥固形分：約０．５５％）を得た。
【００３４】
（実施例４）
　本実施例は、伸展刺激介在メラニン生成抑制剤の一例として、ローズマリーの抽出物を
用いたものである。その調製法について説明すると、ローズマリー葉の１０ｋｇを細切り
にし、これに対して１５倍量の５０％エタノールを加え、加温抽出した後にろ過し、抽出
液（乾燥固形分：約１．２％）を約１５０ｋｇ得た。
【００３５】
（試験例）
　上記のようにして調製した実施例１乃至４の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤について
、ＨａＣａＴ細胞を用いたＧＭ－ＣＳＦ産生抑制試験を行った。その試験方法は次のとお
りである。
【００３６】
　すなわち、先ず、タイプ１コラーゲン被膜シリコンチャンバーに、ＨａＣａＴ細胞２×
１０5細胞を播種し、培地として１０重量％ウシ胎仔血清を含有したダルベッコ改変イー
グル培地（以下、「ウシ胎仔血清含有ＤＭＥＭ」という）３ｍｌを用いて、該ＨａＣａＴ
細胞を５体積％ＣＯ2、３７℃の条件で２４時間培養した。次に、前記シリコンチャンバ
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ーの中の培地を除去し、その後前記シリコンチャンバーの培地を１重量％ウシ胎仔血清含
有ＤＭＥＭ３ｍｌに交換し、該ＨａＣａＴ細胞を５体積％ＣＯ2、３７℃の条件で２４時
間培養した。前記シリコンチャンバーの中の培地を除去し、その後、シリコンチャンバー
を、
培養細胞伸展装置［商品名：ＳＴ－１４０、ストレックス株式会社製］にセットした。
【００３７】
　新たに１重量％ウシ胎仔血清含有ＤＭＥＭに、上記実施例１で得られたヒメフウロ抽出
物を、終濃度１％になるように添加して培地を得た。同様にして実施例２で得られたアー
ティチョーク抽出物、実施例３で得られたウンシュウミカン抽出物、実施例４で得られた
ローズマリー抽出物についても、終濃度１％になるように、１重量％ウシ胎仔血清含有Ｄ
ＭＥＭに培地に添加して新たに培地を得た。一方、１重量％ウシ胎仔血清含有ＤＭＥＭに
伸展刺激介在メラニン生成抑制剤を添加しないものを比較例として準備した。
【００３８】
　このようにして実施例１乃至４の伸展刺激介在メラニン生成抑制剤を添加した培地、及
び比較例として準備した培地を、前記培養細胞伸展装置にセットしたシリコンチャンバー
に添加し、１分間に２回、1軸方向に１０％の伸展刺激を２４時間加えた。ここで、前記
「１０％の伸展刺激」とは、左右にシリコンチャンバーを伸展させることにより、培養面
積が１．１倍になることをいう。その後、培養上清を回収後、トリプシンとＥＤＴＡとの
混合液を用いて、細胞をシリコンチャンバーから剥離させ、回収した。
【００３９】
　回収された細胞を１ｍｌのＰＢＳに懸濁後、細胞を血球計算盤にて数えた。回収した上
清は、培養上清中に産生されたＧＭ－ＣＳＦの量をＥＬＩＳＡ法により定量した。測定は
、Ｉｍｍｕｎｏａｓｓａｙキット「アールアンドディーシステムズ」（Ｒ＆Ｄ　Ｓｙｓｔ
ｅｍｓ）社製」を用いて、添付の説明書に記載の方法に準じて行った。伸展刺激負荷下で
伸展刺激介在メラニン生成抑制剤を添加していない培地で培養した比較例の場合のＧＭ－
ＣＳＦ量を１００として、ＧＭ－ＣＳＦ生成率を算出した。試験結果を表１に示す。
【００４０】
【表１】

【００４１】
　表１からも明らかなように、ヒメフウロ抽出物（実施例１）、アーティチョーク抽出物
（実施例２）、ウンシュウミカン抽出物（実施例３）、ローズマリー抽出物（実施例４）
をそれぞれ１重量％添加することで、伸展刺激負荷下のＨａＣａＴ細胞によるＧＭ－ＣＳ
Ｆの産生率が比較例に比べて著しく低くなった。このことから、実施例１乃至４の伸展刺
激介在のメラニン生成抑制剤に、ＧＭ－ＣＳＦの産生抑制効果があることがわかった。
【００４２】
　次に、上記実施例１乃至４の伸展刺激介在のメラニン生成抑制剤を配合した、本発明の
化粧料組成物の処方例を以下に示す。
【００４３】
（処方例１）スキンケアローション
　　　組成　　              　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合比（重量％）
　　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ７．０％
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　　ソルビット液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
　　実施例１のヒメフウロ抽出液　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ０．０１％
　　パラオキシ安息香酸メチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ０．１５％
　　クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　　クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
　　エデト酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
　　ＰＯＥ硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ０．５％
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００４４】
（処方例２）スキンケアローション
　　　組成　　              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合（重量％）
　　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０％
　　ソルビット液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
　　実施例２のアーティチョーク抽出液　　　　　　　　　　　　　        ０．０１％
　　パラオキシ安息香酸メチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ０．１５％
　　クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　　クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
　　エデト酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
　　ＰＯＥ硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ０．５％
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００４５】
（処方例３）スキンケアローション
　　　組成　　              　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合比（重量％）
　　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０％
　　ソルビット液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
　　実施例３のウンシュウミカン抽出液　　　　　　　　　　　　　        ０．０１％
　　パラオキシ安息香酸メチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ０．１５％
　　クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　　クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
　　エデト酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
　　ＰＯＥ硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ０．５％
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００４６】
（処方例４）スキンケアローション
　　　組成　　              　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合比（重量％）
　　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０％
　　ソルビット液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
　　実施例４のローズマリー抽出液　　　　　　　　　　　　　　　　      ０．０１％
　　パラオキシ安息香酸メチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ０．１５％
　　クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　　クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
　　エデト酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
　　ＰＯＥ硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ０．５％
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　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００４７】
（処方例５）スキンケアクリーム
　　　組成　　              　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合比（重量％）
　　セタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５％
　　スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
　　サラシミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
　　トリオクタン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　　ミリスチン酸オクチルドデシル　　　　　　　　　　　　　　　　　  １５．０％
　　酢酸トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０％
　　モノステアリン酸グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
　　ＰＯＥ（２０）ソルビタンモノステアレート　　　　　　　　　　　　　１．０％
　　ソルビタンモノステアレート　　　　　　　　　　  　　　　　　　　  ２．０％
　　実施例１のヒメフウロ抽出液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ０．１％
　　濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　　パラオキシ安息香酸ブチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ０．１％
　　パラオキシ安息香酸メチル                                          ０．２％
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００４８】
（処方例６）スキンケアクリーム
　　　組成　　              　　　　　　　　　　　　　　　　　  配合比（重量％）
　　セタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５％
　　スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
　　サラシミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １．０％
　　トリオクタン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　　ミリスチン酸オクチルドデシル　　　　　　　　　　　　　　　　　  １５．０％
　　酢酸トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０％
　　モノステアリン酸グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
　　ＰＯＥ（２０）ソルビタンモノステアレート　　　　　　　　　　　　　１．０％
　　ソルビタンモノステアレート　　　　　　　　　　  　　　　　　　　  ２．０％
　　実施例２のアーティチョーク抽出液　　　　　　　　　　　　　　      ０．１％
　　濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　　パラオキシ安息香酸ブチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ０．１％
　　パラオキシ安息香酸メチル                                          ０．２％
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００４９】
（処方例７）スキンケアクリーム
　　　組成　　              　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合比（重量％）
　　セタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５％
　　スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
　　サラシミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
　　トリオクタン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　　ミリスチン酸オクチルドデシル　　　　　　　　　　　　　　　　　  １５．０％
　　酢酸トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０％
　　モノステアリン酸グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
　　ＰＯＥ（２０）ソルビタンモノステアレート　　　　　　　　　　　　　１．０％
　　ソルビタンモノステアレート　　　　　　　　　　  　　　　　　　　  ２．０％
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　　実施例３のウンシュウミカン抽出液　　　　　　　　　　　　　　　    ０．１％
　　濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　　パラオキシ安息香酸ブチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　０．１％
　　パラオキシ安息香酸メチル                                          ０．２％
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００５０】
（処方例８）スキンケアクリーム
　　　組成　　              　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合比（重量％）
　　セタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５％
　　スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
　　サラシミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １．０％
　　トリオクタン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　　ミリスチン酸オクチルドデシル　　　　　　　　　　　　　　　　　  １５．０％
　　酢酸トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
　　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０％
　　モノステアリン酸グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
　　ＰＯＥ（２０）ソルビタンモノステアレート　　　　　　　　　　　　　１．０％
　　ソルビタンモノステアレート　　　　　　　　　　  　　　　　　　　  ２．０％
　　実施例４のローズマリー抽出液　　　　　　　　　　　　　　　　　    ０．１％
　　濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　　パラオキシ安息香酸ブチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　０．１％
　　パラオキシ安息香酸メチル                                          ０．２％
　　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００５１】
（その他の実施例）
　尚、上記各実施例１乃至４の伸展刺激介在のメラニン生成抑制剤の調製方法は、該実施
例１乃至４に記載した方法に限定されるものではなく、他の方法によって調製することも
可能である。
【００５２】
　また、該実施例１乃至４では、伸展刺激介在のメラニン生成抑制剤が、それぞれヒメフ
ウロ抽出物、アーティチョーク抽出物、ウンシュウミカン抽出物、ローズマリー抽出物の
みからなる場合について説明したが、これらの２種以上を含有させて伸展刺激介在のメラ
ニン生成抑制剤とすることも可能である。また、これらヒメフウロ抽出物、アーティチョ
ーク抽出物、ウンシュウミカン抽出物、ローズマリー抽出物以外のものを伸展刺激介在の
メラニン生成抑制剤に含有させることも可能である。
【００５３】
　さらに、上記処方例１乃至８では、スキンケアローション及びスキンケアクリームに伸
展刺激介在のメラニン生成抑制剤を配合する場合について説明したが、スキンケアローシ
ョン、スキンケアクリーム以外の化粧料に伸展刺激介在のメラニン生成抑制剤を配合する
ことも可能である。また、化粧料以外の皮膚外用剤に、本発明の伸展刺激介在のメラニン
生成抑制剤を配合することも可能であり、さらに医薬部外品に配合することも可能である
。
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